
３　博物館事業

（１） 受託事業

1 総括出版広報（出版）

(1) 平成23年度博物館年報（7月発行）

発行部数　 1,200部

(2) 博物館だより（No.133～136　年4回発行：6月、9月、12月、3月）

発行部数 各3,200部

(3) 行事案内リーフレット（年2回発行：8月、3月）

発行部数 各26,000部

2 総括出版広報（広報）

(1) 新聞広告等の各種広報活動の実施

(2) 博物館ホームページの運営

3 情報機器管理

個別情報機器による業務の効率化、及びセキュリティ対策

4 外部連携

日本博物館協会、岩手県博物館等連絡協議会等での情報収集、及び情報交換

5 職員専門研修

1 調査研究テーマの概要

　(1) 地  質 「地域地質に関する研究」ほか2テーマ

　(2) 生  物 「地域生態系の研究」ほか5テーマ

　(3) 考  古 「考古学史の研究」ほか2テーマ

　(4) 歴  史 「近世史の研究」ほか3テーマ

　(5) 民  俗 「有形民俗資料に関する研究」ほか4テーマ

　(6) 文化財科学 「文化財の保存環境に関する研究」ほか2テーマ

　(7) 共  通 「博物館学的研究」

2 調査研究用資料用具の製作および借上

　(1) 地  質 岩石鉱物薄片製作 11枚

　(2) 文化財科学 マイクロスコープ借上

3 調査研究活動の外部からの支援

 (1) 生  物 植物等標本同定 27点

 (2) 文化財科学 Ｘ線構造解析、石質系文化財等

4 定期刊行物の購入

 定期刊行物 和雑誌及び洋雑誌

5 調査研究印刷物の刊行

 (1)「岩手県立博物館研究報告第30号」  3月発行 発行部数  600部

 (2)「岩手県立博物館調査研究報告書第29冊」 10月発行 発行部数  600部

6 館内調査研究報告会

 個別調査研究報告  3月4日(月)

調査研究
活　　動

文化庁、日本博物館協会、国立文化財機構等の研修会、各種学会等への参加

主  　な 　 事　  業　  の　  内  　容事業名

総務企画
調　　整



主  　な 　 事　  業　  の　  内  　容事業名

7 学会・研究会・他機関での発表

 (1) 口頭発表 随時

 (2) 論文・報文 随時

8 研究協力員委嘱 委嘱者数　29人

9 研究助成申請 5件

1 レプリカ等資料製作 

生　物 鳥獣類剥製標本製作 2体

2 収蔵資料目録の刊行

「収蔵資料目録第25集　生物Ⅶ　岩手の蝶3」 3月発行 発行部数  500部

3 資料の保管・管理

 (1) 館内燻蒸   9月１日(土)～10日(月)

 (2) 滅菌機による燻蒸

 (3) 科学分析調査・保存処理（館蔵資料関係）

 (4) 関連委託事業および用品等の整備

ア 地  質　 岩石標本収納木箱製作 21個

イ 歴  史 書画表装製作 8件

ウ 民  俗 中性紙保存箱等製作

エ 文化財科学 文化財機器等修繕及び保守点検委託、業務環境調査委託、

使用済薬品処理委託

オ 共  通　 マイクロリーダープリンタ保守点検

4 館蔵資料の貸出 実物・画像資料　378点

5 クラウド型収蔵品管理システム借上

1 常設展示の充実

 (1) 展示替え 20回

 (2) 体験学習室資料の修繕・クリーニング

2 特別展示の開催

 (1) 企画展

 第63回企画展「土偶まんだら」展（考古）

会　期： 7月14日(土)～ 8月19日(日） 入館者数　6,436人

 (2) テーマ展

ア「砂　～砂粒から大地をさぐる～」展（地質）

会　期： 10月2日(火)～12月2日(日) 入館者数　9,642人

イ「2011.3.11　平成の大津波と博物館」展（共通）

会　期： 1月5日(土)～3月17日(日) 入館者数　5,469人

ウ「いわての昭和モノ語り」展（民俗）

会  期： 3月30日(土)～5月26日(日) 入館者数（3/31現在）　334人

（3）移動展

 「文化・芸術が集うときin軽米町」（会場：軽米町農村環境改善センター）

会　期： 11月22日(木)～11月25日(日) 入場者数　383人

3 展示解説会

 (1) 常設展示

ア　定時解説　日曜日を除く毎日 75回実施済　参加者数　168人

資料収集
保管活動

展示活動

調査研
究活動



主  　な 　 事　  業　  の　  内  　容事業名

イ　通覧解説　随時 140回実施済　参加者数　2,972人

 (2) 企画展「土偶まんだら」展  

 7月15日(日)、8月19日(日) 2回　参加者数　73人

 (3) テーマ展「砂　～砂粒から大地をさぐる～」展

10月8日(月・祝)、10月20日(土)、11月4日(日)、11月18日(日)

4回　参加者数　24人

 (4) テーマ展「平成の大津波と博物館」展

1月6日(日)、3月3日(日) 2回　参加者数　27人

 (5) テーマ展「いわての昭和モノ語り」展 1回　参加者数　13人

3月30日(土) ※25.4月以降　2回実施予定

 (6) 移動展「文化・芸術が集うときin軽米町」 参加者数　43人

4 特別展示準備調査

 (1) 企画展 平成25年度～平成26年度分　　

 (2) テーマ展 平成25年度

5 解説員研修

 (1) 展示解説研修（常設展示替・特別展開催の都度）

 (2) 英語研修（全3回）  5月11日、 7月13日、11月14日

 (3) マナーアップ研修（全2回）  5月 7日、 6月 4日

 (4) 障がい者対応研修  4月23日

 (5) 幼児・児童対応研修  7月 9日

 (6) 現地研修  9月 7日

1 講演会、講習会、観察会等の開催

 (1) 講演会等

ア 文化講演会 11月 3日(土・祝) 参加者数　43人

イ 冬期文化講演会  2月 7日(木) 参加者数　67人

 (2) 文化財等取扱講習会  2月 6日(水)～ 8日(金) 参加者数　87人

 (3) 観察会等

ア 第63回地質観察会(二戸市)  7月 8日(日) 参加者数　23人

イ 第64回地質観察会(一関市) 10月 7日(日) 参加者数　19人

ウ 第63回自然観察会(岩泉町)　  9月23日(日) 参加者数　38人

エ 第64回自然観察会(盛岡市) 10月21日(日) 参加者数　20人

オ 県博バックヤードツアー  5月19日(土) 参加者数　27人

(国際博物館の日関連行事)   

 (4) 講  座

ア 県博日曜講座 4月～3月(第2･第4日曜日:全21回)

参加者数　1,142人

イ 古文書入門講座 5月12日～6月3日 (土日集中：全8回)

受講者数　25人

ウ 古文書初・中級講座 6月23日～7月22日 (土日集中: 全10回)

受講者数　37人

エ 考古学セミナー　　

○講演会  8月 5日(日）

「立ち上がれ、土偶！」

盛岡大学教授　熊谷　常正　氏 参加者数　68人

教育普及
活　　動

展示活動



主  　な 　 事　  業　  の　  内  　容事業名

○現地見学会　  8月11日(土)

「土偶出土遺跡を巡る」（花巻市・北上市） 参加者数　28人

オ 民俗講座  3月20日(水・祝) 参加者数　45人

カ 秋期博物館セミナー(全2回)

　・「音を奏でる砂、『鳴り砂』の魅力」 10月21日(日)

産業技術総合研究所地質標本館主任研究員　兼子　尚知　氏

参加者数　29人

　・「砂粒から大地をさぐる」 10月28日(日)

当館上席専門学芸調査員　吉田　充 参加者数　18人

 (5) 県博出前講座(随時) 4月14日、5月19日、5月24日、

7月27日、8月29日、2月14日

6回実施　参加者数　325人

2 学校教育との連携事業

 (1)「新学習指導要領・教科書と当館常設展示目録対照表」の作成(高校分)

 (2) 教材用資料貸出  随 時

 (3) 学校週５日制対応事業

ア ミュージアムシアター  4月～3月(第1土曜日:全10回)

参加者数　256人

イ チャレンジ！はくぶつかん　 4月～3月(第2,第3土曜日･翌日曜日:全53回)

 (続く月曜日が開館日の場合は月曜日まで)

参加者数　1,480人

3 体験教室

　　たいけん教室 みんなでためそう！  4月～3月（毎週日曜日：全49回）

参加者数　1,486人

4 学芸員資格取得希望者に対する博物館実習指導 

8月16日(木)～23日(木) 実習生数　14人

受託件数　35件　　契約金額　46,552千円

処理資料点数　約35,000点

教育普及
活　　動

　北上川流域に所在する安倍氏や藤原清衡に関する遺跡・伝承地･文献等の調査
を行う。

　東日本大震災津波により被災した文化財等資料を回収し、洗浄、修復、保存、
整理等を実施する。文化財レス

キュー事業

前平泉文化
関連遺跡調

査事業

1 公共団体等からの依頼による埋蔵文化財等の材質や製法に関する科学的調査を
行い、古代文化の解明と資料の恒久的保存処理を行う。

2 館内燻蒸に合わせて県内市町村及び博物館等からの依頼を受け、文化財等資料
の生物学的劣化防除処理を行う。

分析保存処
理事業



主  　な 　 事　  業　  の　  内  　容事業名

（２） 指定管理事業

1　開館日数（臨時開館含む） 302日
(1)　臨時開館日 8月6日（月）、8月13日（月）
(2)　入場無料の日

国際博物館の日  5月18日（金） 対象：全員
敬老の日  9月17日（月・祝） 対象：65歳以上
文化の日 11月 3日（土・祝） 対象：全員

2　入館者数 37,405名
(1)　内訳：一　般 21,069名 学　　　生 663名

高校生 364名 小・中学生 15,309名
（うち　入館料免除者数 15,051名 ）

(2)　一日当たりの入館者数 123名
(3)　開館以来の通算入館者数 2,650,982名

【参考：入館者数】

年　度

23年度

24年度

増　減

年　度

23年度

24年度

増　減

3　入館料 3,992,790円

（３） 自主事業

開催時期　10月14日(日)

参加者数　3,251人

3,405

事業名

柳之御所出
土品保存修

理業務

7月 8月 9月

1,242

　入館料の徴収や博物館の施設・設備等の適正な管理を行うとともに、教育部門
と連携、協力し、利用者ニーズに応える管理運営を実施する。

4月 5月 6月

主　 な 　事　 業　 の 　内 　容

　科学系博物館情報ネットワークシステム（国立科学博物館運営）上の自然史標
本情報検索システムに参加し、当館で所蔵する生物標本の一部についてその情報
を提供するため、データ整形・整理を行う。

　重要文化財「岩手県平泉遺跡群（柳之御所遺跡）出土品」（岩手県保有）につ
いて、脆弱な指定品の保存再処理、及び保管展示に益するための保存ケース等を
整備した。

主　 な 　事　 業　 の 　内 　容

　小中学生の夏休み期間中に、博物館から遠方の地域に居住する児童生徒を対象
として無料送迎バスを運行し博物館に来館していただき、各種イベントに参加し
ていただくことにより、博物館の利用促進、及び教育普及に努めた。

自然史標本
情報データ
整備事業

博物館まつ
り事業

　土器や化石のレプリカなどの製作、火おこしや石臼、昔遊びの体験、岩手の食
の紹介・販売などを実施した。

事業名

3,1773,322 4,278 4,228

11月

-58

3,350 3,614 4,003 3,235

1,696 2,938

1月 2月 3月

454 -467 -28 664 225

合　計

2,693 2,245 1,314 1,473 1,852 2,217 30,643

10月 12月

13 523 6,762

6,046 3,102 1,739 2,274 1,865 2,740

指定管理
事　　業

博物館夏休
み子どもバ
スツアー事

業

37,405

3,353 857 425 801



主  　な 　 事　  業　  の　  内  　容事業名

開催時期 ①7月21日(土)　②7月27日(金)　③7月28日(土)
④8月10日(金)　⑤8月11日(土)　⑥8月18日(土)

対象地域 ①大船渡市　②大槌町・釜石市　③陸前高田市・住田町
④洋野町・田野畑村・岩泉町　⑤山田町・宮古市
⑥普代村・野田村・久慈市

参加者数 236人

演　　目：鵜鳥神楽（鵜鳥神楽保存会）

開催時期：6月3日(日) 参加者数　150人

開催時期：11月22日(木)～11月25日(日)

会　　場：軽米町農村環境改善センター 入場者数　383人

開催時期：9月11日(火)～12月9日(日)
入館者数　13,330人

頒布図録名 ・企画展「土偶まんだら」展
・テーマ展「2011.3.11　平成の大津波と博物館」展
・　〃　　「いわての昭和モノ語り」展

合同展事業
(再掲)

　埋蔵文化財センター「埋蔵文化財展」と合同で、移動展を開催し、所蔵資料を
展示する。

ホームペー
ジリニュー
アル事業

　博物館ホームページをリニューアルし、広く博物館をアピールすることにより
入館者の増加に努める。

　小中学生の夏休み期間中に、博物館から遠方の地域に居住する児童生徒を対象
として無料送迎バスを運行し博物館に来館していただき、各種イベントに参加し
ていただくことにより、博物館の利用促進、及び教育普及に努めた。

　博物館ミュージアムショップにおいて館刊行図録類及び博物館関連グッズ類の
頒布を行い、館活動の内容を広く周知するとともに、観覧者をはじめとする利用
者サービスの充実を図る。図録等頒布

サービス事
業

伝統芸能鑑
賞会事業

　県内に保存・伝承されている伝統芸能を鑑賞することにより、歴史・文化・伝
統芸能に対する関心を高めるとともに、伝統芸能保持団体の発表の場を提供し、
活動の活性化に努めた。

　国立科学博物館では、恐竜アロサウルス全身復元骨格（実物）を地方巡回展示
する「科博コラボミュージアム事業」を実施しており、平成２４年度については
東日本大震災で被害の大きかった岩手県を巡回する。
　これを受けて、当該事業を当事業団との共催で実施する。

科博コラボ
ミュージア

ム事業

博物館夏休
み子どもバ
スツアー事

業



（４） 実行委員会事業

実行組織：被災古文書等デジタル化事業実行委員会
構成団体：岩手県立博物館・公益財団法人岩手県文化振興事業団

（５） 民間助成金事業

事業名 主　 な 　事　 業　 の 　内 　容

いわての昭
和モノ語り
展助成金事

業

　いわての昭和モノ語り展の開催に伴い、民間助成金を活用しパンフレットを作
成し展示内容を広く周知する。

被災古文書
等デジタル

化事業

(文化庁補
助事業)

　東日本大震災により被災した「吉田家文書」等をデジタルデータ化し、それを
活用することにより、今後の被災地における文化振興に寄与するとともに、文化
財レスキュー活動を広く理解していただく。

事業名 主  　な 　 事　  業　  の　  内  　容

レスキュー
展シンポジ
ウム事業

　文化財レスキュー展の開催に伴い、関連事業としてシンポジウムを開催し文化
財レスキュー活動の重要性を広く周知する。


